
英語科 学 習 指 導 案

日時

学年

指導者

平成２５年５月２４日（金）２校時

１年５組（男子20名女子20名計40名）

池本源二郎

１単元名NEWHORIZONEnglishCourselUnit3はじめまして，ブラウン先生

２ 単元について

(1)教材観

本単元は，ＡＬＴのブラウン先生がさくらや一郎，ベッキーの学級の英語の授業に初めて参加

するという内容で，ブラウン先生の自己紹介，生徒からブラウン先生への質問という内容によって

構成されている。言語材料としては，一般動詞を用いた〔主語十動詞〕に目的語が加わった文構造

の肯定文や，疑問文とその応答，否定文，呼びかけの表現などが扱われている。このような言語材

料を基に，自分のことを紹介したり，話し相手に質問したりすることが可能である。よって，本単

元は，ＡＬＴや身近な外国人に自分のことを英語で紹介したり，英語で質問したりしたいという意

欲をかき立てる題材であると考える。

(2)生徒観

本学級の生徒は，授業に積極的に参加し，言語活動にもペアで協力したり，教師に質問したりし

ながら意欲的に取り組んでいる。また，生徒は小学校において年間35時間の外国語活動を経験して

おり，英語でのコミュニケーションに対する積極的な態度が十分に養われている。特に，音声面を

中心とした授業の導入や展開に'慣れ親しんできていると考えられる。アンケートの結果を分析する

と，英語でのコミュニケーションに対し積極的であり，ゲームやスキット活動が好き，また，得意

であると答えている生徒が多い。しかし，英語を使って他者とコミュニケーションを図ることを楽

しんでいる一方で，英語でのコミュニケーションをあまり好きではないと答えている生徒も少なか

らずいることが分かった。それは，自分の伝えようとしている内容がうまく伝わっているのか確認

できずに不安な気持ちを抱えているからだということが予想される。そこで，本単元においては，

小学校外国語活動で培った積極的な態度を維持させながら，注意深く英語を聞いて相手の思いを理

解しようとしたり，自分の思いを積極的にかつ適切に相手に伝えようとしたりする態度を育めるよ

うな授業を展開していきたい。また，学習した内容を終末段階で整理しまとめを行うことで，十分

に音声に’慣れ親しませた後，抵抗感なく学習した知識や技術の確実な定着を図りたい。

次に,生徒の多くは｢書くこと｣｢読むこと」の文字を用いた言語活動に興味が高いことが分かる。

一方，これまであまり英語を書くという経験をしてきていないため「書くこと」については不安を

感じている生徒も多い。そこで,生徒の負担を考慮しながら，英語を書くためのルール等を段階的・

計画的に指導することで，生徒が抱く不安を解消していきたい。

以上のことから，本単元では，生徒の興味・関心を高める導入を工夫し，音声面を中心とした授

業展開に重点を置く。また，言語活動においては，相手の言った内容を正確に理解して適切に応じ



る力を身に付けさせたい。そして，授業の終末段階においては，基本文等をノートに正確に書かせ
る活動も計画的に位置づけていく必要がある。

(3)指導観

本単元の題材の特性を生かし，ＡＬＴとの出会いをきっかけに，自分のことをＡＬＴに伝えたい，
ＡＬＴのことについて知りたいという意欲をもたせ，互いに紹介や質問をし合えるような授業を展

開したい。そのために，まず，教科書の内容を中心に，smalltasksを通して特技や趣味，通学方

法などを伝えたり，質問したりするための言語材料を理解させる。その後，友人同士で自己紹介し

たり，質問し合ったりする活動を通して,既習事項を用いて自己紹介をする経験を積ませる。また，
言語活動においては，相手の言った内容を正確に理解し，適切に応じることができるようにさせた

い。さらに,各時において,英文を書く際の基本的なルール等を段階的に指導しながら，「書くこと」

への導入をスムーズに行えるようにしたい。最後に，「ニック先生のことをもっと知ろう」という

largetaskに取り組ませ，smalltasksの経験を生かし，自分のことについて英語で紹介したり，互
いのことについて質問し合ったりできるようにさせたい。

このことにより，小学校における外国語活動で培った積極的な態度を維持させ，また，相手が話

す内容を正確に理解して，それに適切に応じる力を高め，円滑にコミュニケーションを図ろうとす
る生徒を育成したい。

【アンケート結果】（アンケート対象者：１年５組男子20名女子20名計40名）
ｌ小学校での英語の活動で楽しかった活動を教えてください。

アケーム…･……………………………………･……･……………………………･……･…･………･…･…………｡.……･………………･……………70.0％
イ先生との英語でのおしゃべり…･…･…･…･…･…………･…………………………………･…･…………･…･…………･･…………………………12.5％
ウスキット発表………･…………･………………………･…………･…･………………………………･･･…………………………･…･……………・・105％
エＨｉ,瞳endsＩを使った活動・…．．………………･……………………･…･……………………………･………………………･……．．…………．．…10.0％

２小学校での英語の活動で得意に感じていたことを教えてください。

ア先生との英語でのおしゃべり･………･･･…………･…………･………………･……･…･…･……………･………………………………………･…４２．０％
イスキット発表…．．……･………．．…………･………………………………………………･……………………･………･……………………………28.0％
ウその他（一人で発表をすること．暗唱，自己紹介など）……･…･……･…･…･………･…･……･…………･…………………．．……･………220％
エＨｉ・friends!を使った活動（英語を聞く活動．文字を扱う活動など）………･･…………………･……･…･………･…･･･………･………･･……8.0％

３英鰭の授業の中でコミュニケーションを図ることは好きですか。その理由も教えてください。

ア好き（理由：言いたいことがうまく伝わると楽しい，友だちが増える．習ったことが使えるなど）………………･……………．．……４３．０％
イどちらかというと好き（理由：伝わると楽しい．英語の歌が分かる，ジェスチャーでも通じるなど）・…………………･………･……２９．０％
ウどちらかというと嫌い（理由：自分の賭していることが正しいのか分からない．どう言えば良いか分からないなど）…･･……･……２３．０％
エ嫌い（理由：上手に冨えない，覚えられないなど）……･…･…………………………･…………………･………………･……………………･5.0％

４中学校の英語の授業でできるようになりたいことを教えてください。（複数回答）

ア密くこと……･………･…………･……･…･………･…………･……･……･…･………･……･･･……･…………･…･……………………･……………６０．０％
イ銃むこと…･…･………………･…･………･･･…………………．．…………･………………･………･…………･……………･…………………･……５０L０％
ウ賭すこと………………………･･………………･･………………･………………………………･…………･…･………………………………･……35.0％
エ聞くこと…･……………･…………………･…･…………･…………………………………………･…………………………………………………22.0％

５中学校の英語の授業で不安に感じていることを教えてください。

ア番くこと……･･…………………･…………･……………･…………･…………･…･……･………･…………………･……･…………………………61.5％
イ賭すこと……･…･……．．………………………･…･…………………………･……･………………………………………………………･…………135％
ウ聞くこと……………･……･…･………………･…･………………………………………………………………･…･……………………………･…･…9.0％
エ醜むこと……………．．…………･………………･…………………･…………………･………･…･…………･…………………………………………9.0％
オその他（不安は特にない）・…．．…………･･･………･…･…･………………･…･…………………･……………･………………………………･…･…7.0％

６初めて来られるＡＬＴの先生にどんなことを質問したいですか。

．なぜ日本に来たのか・好きな色・鹿児島の好きな場所・出身地・趣味・日本の印象など



）

３
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largetaskにおける活用例（自己紹介とＡＬＴへの質問）

単元の計画

(1)タスク「ニック先生のことをもっと知ろう」

(2)largetaskで活用させたい主な言語材料
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Ｈｉ、Ｉ，mTakeshi･rmfromFuzokuelementaryschool・Nicetomeetyou．

'，ｍＮｉｃｋＮｉｃｅｔｏｍｅｅｔｙｏｕ,Takeshi、

Ilikebaseball，Doyoulikesports？

Yes,Ｉｄｏ・Ilikebaseball，too・Iplayiteveryday・Doyouplaybaseball,too？

Yes,butldon，tplaybaseballeveryday・IplayitonSaturdayandSunday・Ｄｏｙｏｕｃｏｍｅｔｏｓｃhoolbybike？
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言語の働き 学年・単元
教科書での表現※太字は小学校で慣れ親しんでおり，本時と関連の

ある言語材料
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Ilikesoccer．

IplaysoccereverySunday．

ＩｃｏｍｅｔｏｓｃｈｏｏｌｏｎＴｕｅｓｄａｙａｎｄＦｒｉday．

Ｉwalk．

I，mBecky．

MynameisSuzukiSakura．
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Doyouplaythepiano？

Doyoucometoschooleveryday？

Ｄｏｙｏｕｃｏｍｅｂｙｂｉｋｅ？

Ｄｏｙｏｕｄｒｉｖｅ？

，ｏｙｏｕ ｗａｎｔａｃａｒ？

DoyouspeakJapanese？

Ａrｅｙｏｕ fromCanada？

Canyouplaysoccer？
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Yes,Ｉｄｏ．

ＮＣ,Idonot．

Yes,butldon'ｔｈａｖｅａｃａｒｎｏｗ．

呼びかける 1年Ｕ2-② Excuseｍｅ．

あいさつをする
1年Ｕ1-①

１年Ｕ1-①

Ｈｉ．

Ｎｉｃｅｔｏｍｅｅｔｙｏｕ．

相づちをうつ 1年Ul-② Ｍｅ,too．



し

(5)指導と評価の計画

(4)単元の評価規準

時
間 ○タスク・学習活動 単元の評価規準

評価方法

(総括的評価）

１

○［smalltask］単元のあらましを理解しよ

・Unit3のスキーマ形成

・largetaskの設定

や

・フ

・自己紹介スピーチをするために必要な情報の収集

２

○［smalltask］好きなことや部活動について紹介し合おう

・Partlの内容理解と音読練習，一般動詞を用いた〔主語十動詞〕

に目的語が加わった文構造の形，意味．用法の理解

と表現練習，英文の書き方の指導

・自分の好きなことや部活動についての紹介

①
①

一
一

ア
エ

後日ペーパーテスト

３

○［smalltask］ＡＬＴの先生に質問しよう

・Part2の内容理解と音読練習，一般動詞を用いた〔主語十動詞〕

に目的語が加わった文構造の疑問文の形，意味，用法の理解と表

現練習，英文の書き方の指導

・ＡＬＴへの質問

②
①

一
一

ウ
エ

後日ペーパーテスト

４

○［smalltask］友達と自己紹介をし合おう

・Part3の内容理解と音読練習，一般動詞を用いた〔主語十動詞〕

に目的語が加わった文構造の否定文の形，意味，用法の理解と表

現練習，英文の書き方の指導

・友達に対する自己紹介と質問，友達からの質問への応答

①
①
①

一
一
一

イ
ウ
エ

後日ペーパーテスト

５
○［largetask］ニツク先生と自己紹介をし合おう

・ＡＬＴに対する自己紹介と質問，ＡＬＴからの質問への応答

②
②
①

一
一
一

ア
イ
ウ

活動の観察

ＡＬＴによる評価

用紙

アコミュニケー シ ョ ン

への関心・意欲・態度
イ外国語表現の能力 ウ外国語理解の能力

エ言語や文化について

の知識・理解

①相づちをうつなどし

て相手の話に関心を

もって聞いている。

②butなどの接続詞を

使ったり，ｎｏで答えた

時に，一言加えたりす

ることで，話を続けよ

うとしている。

①正しい姿勢，イント

ネーション，区切りな

どを用いて話すことが

できる。

②ＡＬＴに自己紹介や質

問をしたり，ＡＬＴから

の質問に答えたりする

ことができる。

①語句や表現，文法事

項などの知識を活用し

て自己紹介の内容を正

しく聞き取ることがで

きる ０

②話されている内容か

ら話し手の意向を理解

することができる。

①一般動詞を用いた

〔主語十動詞〕に目的語

が加わった文構造を理

解している。



４本時の計画

(1)本時のタスク

「友達や先生に質問しよう」

(2)指導の重点

「聞くこと」「話すこと」

(3)本時の目標行動

導入時において，英語を用いたゲームを行う。その後，さまざまな人物の自己紹介についての

ピクチャー・スライドを視聴する。その際，教師とのインタラクションを通して，体験的に本時

において使用する言語材料を理解する。また，教科書本文の聞き取りや音読練習を通して，英語

の音声の特徴を捉える。さらに，友人や教師へ質問する活動を通して，基本的な表現への理解を

深める。その後，英文を書く際のルールを確認し，授業の終末時に，本時で学習した言語材料の

知識や技能をノートに整理し，まとめを行う。

(4)本時の指導目標

ア間違いを恐れずに積極的に友人や教師に質問したり，一文付け加えるなどして会話を続けよ

うとしたりする態度をはぐくむ。【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】

イ聞き手を意識して，英語の音声の特徴に気を付けながら，適切に友人や教師に質問や応答が

でき るようにさせ る。【外国語表現の能力 】

ウ友人や教師の自己紹介を聞いて適切に応じることができるようにさせる。
【外国語理解の能力】

エ友人や教師に質問したり，友人からの質問に答えたりする上で，必要な表現や文構造につい

て理解させる。【言語や文化についての知識・理解】

(5)授業設計上の工夫

ア小学校外国語活動との接続を意識した授業設計の工夫（教科論６－(1)一ア参照）

本時では，導入段階で，キーワードゲームを行う。小学校で慣れ親しんだゲームを行うこと

で小学校での外国語活動ではぐくまれてきた失敗を恐れず積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度を中学校でも持続させたい。

イＩＣＴ活用のエ夫（教科論６－(1)一イ参照）

本時においては，導入段階でプレゼンテーションソフトを用いてさまざまな人物の自己紹介

をスクリーンに流し，それらの人物について生徒とインタラクションを図りながら質問を作る

活動を行う。このことにより，主体的なタスク設定につなげ，授業や実際のコミュニケーショ

ンに好奇心をもちながら，積極的に活動を行うことができるようにさせたい。

ウ文と文のつながりを意識し表現・理解させるエ夫（教科論６－(2)一イ参照）

本時では，相手を意識させながら，話す言語活動を行う。具体的には，グループでのカードを



(6)本時の実際（3/5）

用いたゲームにおいて，一般動詞の疑問文を作る際に，友人の話す内容につながりのある疑問文

を作ることを意識させたい。そうすることで，生徒は，文と文とのつながりを意識しながら，相

手によりよく伝わるように工夫するようになり，円滑にコミュニケーションを図るために必要な
表現力を身に付けられると考えた。

区分 教授＝学習過程 時間 生徒の活動 の

◆評価口補説一(研究との関連）

導
入 事

Greetin9ｓ １

WaIm-UP ２

1０
， １英語であいさつをする。

２英語を用いたゲームを行う。

・英語学習の雰囲気を作るために，大
きな声で元気にあいさつを行わせる。

･瞥犠擁僻製織毒鏡謝
て学習への意欲を高める。

1)－ア）

展
開

'迦磐芦凹

窪

熱

Exp隠乳nｓ ４

Inte認 ｏｎ
５

Listening ６

増撫ｇ ８

Activity ９

3０
,

３本時のタスクを把握する。

重職繍縛
｜友達や先生に質問しよう ’

終
末 難Ａ“i⑥、nT1Ph↑ １２

，
１０

uら蕊藤野表現を振り返りなが

１２今後の活動の見通しをもつ。

ながら，理
る°
ルを確認し

ンタラクションを図り
た言語材料を整理させ
文を書く基本的なルー
ら，基本文を書かせる。

イ

解し
英
が

●
●

な

・次時への見通しをもたせる。


